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＜連絡事項＞

· 今まで日誌の回覧は、回覧先で外来通所カンファ記録に加え、川端Dr、精神・訪問看護G、う

みねこ幸房スタッフの名前を選択し送っていた。しかし、今後は、日誌を送る相手を全部含めた「病院通所日誌」を回覧先に作成する予定。

· 7月の小坂Ｄｒ勉強会について、今回は、『病院勤務者のワンポイントリスクマネージメント』をテーマに各3グループに分け実施。日時は、7/17（木）　7/24（木）　7/31（木）、15：30～16：00で、病院2階会議室で行われる。通所のスタッフでは、向が17日(木)、佐々木が17日(木)か24日(木)に参加予定。

· 7/17(木)から澤　昌利様がデイケア利用開始予定。デイケア利用日は、月・火・木曜日。訪問看護は、月に1回(月・火・木曜日以外)で実施。金銭の関係で、デイケアの利用が困難となった場合は、訪問看護を増やすこととする。（担当スタッフ：兵藤）

· 7/15(火)の午後に、調査の関係で通所の物品を貸し出し予定。物品の貸し出し期間は、2日～2週間となっている。貸し出し物品の内容は、①折り畳テーブル(ミーティングルーム1台、2階ホール2台、1階ホール4台を置き、残り全てを貸し出し)と②ホワイトボード1台、食堂イス(50脚を置き、残り全て貸し出し)、③3階シューズボックスである。貸し出しの際、下館SGMまたは、中居JGMが対応。

＜外来情報＞

・我満　奈津紀様～　児童相談所に相談した事を悩んでいるとの事。のぞみ様(娘様)を失っても彼氏を失っても、我満様の心のバランスを崩してしまう。そのため、のぞみ様も彼氏もどちらとも失いたくないとのこと。7/18(金)に、再度、児童相談所を来所予定。

・晴山　美智子　様～具合が悪いと訴え有り。7/11(金)の昼はエアロビクスを行い、7/12(土)は、カラオケに行ったとの事。その際、ジュースは3杯飲んだとの事。7/13(日)は、ドーナツを食べたとの事。体重は、98.8kg。間食が多いため、間食は控え、運動をするようにとの事。

・駒目　　　翔　様～「八戸赤十字病院を受診し、C型肝炎と診断された」と話される。7/17(木)、再度八戸赤十字病院を受診し結果を聞くこととなっている。青南病院では、その結果待ち。

・田向　　玲美　様～体重80kg。夕方3回起き、その際、幻聴(母と子どもの声)がときどきするとのこと。北村　奈美様との問題に対して、金曜日に奈美様がデイケアに来所するため「どうしよう」との訴え有り。担当医からは、距離をおくようにとの事。

・本田　　英之　様～工場には、明日行くとのこと。7/12(土)に釣りを5時間行ったが、1匹も釣れなかったとの事。

＜利用者様情報＞

・我満　奈津紀　様～7/11(金)、18時に児童相談所　担当：中村様より我満様との面談の件で情報あり。のぞみ様（娘様）は、我満様の交際相手が足を触ることに関して嫌がっている。また、交際相手が、アパートに泊まる際、一緒の場所に寝るのもやめて欲しいと思っている。しかし、我満様はそれについても、交際相手に切り出すのが怖いと泣きながら話されている。来週金曜日に、再度児童相談所スタッフと面談予定。それまでは、交際相手がアパートに泊まったとしても、①交際相手とのぞみ様は別々の部屋で寝ること、②交際相手とのぞみ様を二人きりの状況をつくらないことの二点を約束している。次回面談の際に、守る事ができているか確認を行う。デイケアで相談できるスタッフはいるか尋ねると、下舘と木村の名前を挙げている。デイケア来所時、面談のことをそのスタッフに相談してみるよう説明している。
　　　　　　　　　　本日、金曜日に行った児童相談所スタッフとの面談について報告されている。自分から交際相手に何か言えない場合は、デイケアスタッフの方から言ってもらいたいとのこと。また、面談で約束した通り、自分達と交際相手は寝室を別にしたと話されている。

また、本日も娘様は登校拒否をし、泣きながら登校したとのこと。娘様は、自分が邪魔だから学校に行けと言っていると思っているのではないかとも考え、いろいろ考えると抜け殻状態になり、煙草の量も増えたと話されている。交際相手は、我満様が甘やかすから変わりに自分が娘様を怒っているのだと話しているという。本日、交際相手と会うとのことで、話し合ってみるよう促すが、「できるかな…」と不安を話されている。明日、交際相手と話し合えたか確認する予定。
・種本　　サハ　様～ナイトケアについて、5日のうち1日を休日にして欲しいとのこと。本人様は、限界だと話される。スタッフより、川端Drに相談するようにと伝えている。

・繁名　和恵　様～　頭痛の訴え有り。スタッフに、本人様がリスパダール液を飲んでも良いかと尋　

ねてくるが、それは頭痛には効かないこと伝える。しかし、『頭の神経が繋がっていない』と話され、12：40頃、リスパダール液を服用する。服用後、様子をみるが変わらず、再度様子みることとしている。

・高橋　洋子様～　　青山荘のゴミ袋に煙草の吸殻をそのまま捨てているため、家族に通所の前まで送迎して欲しいことを伝える。本日、担当スタッフよりその旨を記載した手紙を渡す予定。

・駒目　　　翔　様～7/11(金)、八戸赤十字病院を受診。本人様は、医師よりC型肝炎と言われたと話す。また、入院の必要性を言われるが、父様が断ったとのこと。本人へは、出血した際は、他者に触らせない・触らないようにと伝えている。

本日、外来にて2Lのペットボトルで水を4本飲んだとの事。お腹がはり、汗も出るとのことで、水中毒についての注意を促している。

また、7/11(金)に自傷行為有り。今朝も革細工用のハサミで腕を切ろうとしており、スタッフ声掛けしている。その後、本人様は泣いており、スタッフが声を掛けるが返答なく、ただうなずくだけである。気分が落ち着いた頃、再度、本人様に自傷行為の理由について尋ねると、昨日、父様に怒られたとのこと。その理由は、病気になったことや電気をつけたままにしている事であり、顔を3発殴られたとのこと。さらに、昨夜、気分が悪くなり、救急病院に行きたいと父様に訴えたところ、父様は、『夜で迷惑がかかる』との理由から連れて行かなかったとの事。

⇒・革細工用のハサミなど危険なものについては、階段下の倉庫に保管し、鍵をかける。

　・Ｃ型肝炎の事実確認をするためにも、八戸赤十字病院からの情報提供書や診断書を持ってくるように説明していく。

＜デイナイトケア事例検討＞

長瀬　紘一郎様（65）男性　　統合失調症　食道狭窄

利用年数：６年２ヶ月

検討内容：食事について

○本人の現在の様子

· 時折、「キザミが荒くて食べれなかった」「魚だったから詰まると思い食べなかった」等話され、食事を残していることがある。

· 食事の際、周囲の人のペースに合わせて食べ、喉に詰まらせる傾向があったため、これまで、作業指導室において一人で食べていた。しかし、最近、数人のデイナイトケアメンバーが一緒に食べるようになり、食べ残しが増加してきている。

○今後の対応

1 他メンバーには、再度、作業指導室ではなく食堂で食べるように促す。

2 長瀬様には、繰り返しゆっくり焦らず食べるように促す。もし、それでも改善されない場合は、ミーティングルームにて長瀬様が一人で食べられる環境を提供する。










